
医薬品の適正使用に欠かせない情報です。必ずお読みください。 
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このたび､標記製品の｢使用上の注意｣を以下のとおり改訂いたしましたので､お知らせ申し上げ

ます。なお、DSU（医薬品安全対策情報）へは、No.166 に掲載の予定です。 
今後の弊社製品のご使用に際しましては、本書を適正使用情報としてご活用いただきますよう

お願い申し上げます。なお、製品に関するお問合せにつきましては、弊社医薬情報担当者または

商品情報センター（フリーダイヤル：0120-223-698、平日 9:00～17:00）までご連絡ください。 
 

 [改訂箇所及び改訂理由(項目別)] 

1．相互作用 
＜改訂部分抜粋＞                                             下線部分を改訂いたしました。 

改訂後 改訂前 
3. 相互作用 
(3)併用注意（併用に注意すること） 

薬剤名等 臨床症状･措置方法 機序･危険因子 
フィブラート系薬剤 

ベザフィブラート

等 

これらの薬剤も横

紋筋融解症が知ら

れている。 
ダナゾール 腎障害のある患者

には特に注意する

こと。 
シクロスポリン 

急激な腎機能悪化を

伴う横紋筋融解症が

あらわれやすい。併

用を必要とする場合

には、本剤の投与量

は 10mg／日を超え

ないこと。〔自覚症状

（筋肉痛、脱力感）

の発現、CK(CPK)上
昇、血中及び尿中ミ

オグロビン上昇並び

に血清クレアチニン

上昇等の腎機能の悪

化を認めた場合は直

ちに投与を中止する

こと。〕 
エリスロマイシン 

クラリスロマイシン 

テリスロマイシン 

HIV プロテアーゼ阻

害剤 

 リトナビル等 

こ れ ら の 薬 剤 は

CYP3A4 を阻害し、

併用により本剤の

代謝が抑制される

おそれがある。腎障

害のある患者には

特に注意すること。

ニコチン酸 

急激な腎機能悪化を

伴う横紋筋融解症が

あらわれやすい。〔自

覚症状（筋肉痛、脱

力 感 ） の 発 現 、

CK(CPK)上昇、血中

及び尿中ミオグロビ

ン上昇並びに血清ク

レアチニン上昇等の

腎機能の悪化を認め

た場合は直ちに投与

を中止すること。〕 

腎障害のある患者

には特に注意する

こと。 

 

3. 相互作用 
(3)併用注意（併用に注意すること） 

薬剤名等 臨床症状･措置方法 機序･危険因子 
フィブラート系薬剤

ベザフィブラート

等 

これらの薬剤も横

紋筋融解症が知ら

れている。 
ニコチン酸 

ダナゾール 

腎障害のある患者

には特に注意する

こと。 
シクロスポリン 

急激な腎機能悪化を

伴う横紋筋融解症が

あらわれやすい。併

用を必要とする場合

には、本剤の投与量

は 10mg／日を超え

ないこと。〔自覚症状

（筋肉痛、脱力感）

の発現、CK(CPK)上
昇、血中及び尿中ミ

オグロビン上昇並び

に血清クレアチニン

上昇等の腎機能の悪

化を認めた場合は直

ちに投与を中止する

こと。〕 
エリスロマイシン 

クラリスロマイシン

テリスロマイシン 

HIV プロテアーゼ阻

害剤 

 リトナビル等 

急激な腎機能悪化を

伴う横紋筋融解症が

あらわれやすい。〔自

覚症状（筋肉痛、脱

力 感 ） の 発 現 、

CK(CPK)上昇、血中

及び尿中ミオグロビ

ン上昇並びに血清ク

レアチニン上昇等の

腎機能の悪化を認め

た場合は直ちに投与

を中止すること。〕 

こ れ ら の 薬 剤 は

CYP3A4 を阻害し、

併用により本剤の

代謝が抑制される

おそれがある。腎障

害のある患者には

特に注意すること。

 

 
自主改訂により、「併用注意」の項を改訂いたしました。 
 

 

改訂理由 



2．副作用 
＜改訂部分抜粋＞                                             下線部分を改訂いたしました。 

改訂後 改訂前 
4. 副作用 

(1)重大な副作用（頻度不明） 

    2)肝炎、肝機能障害、黄疸  肝炎、黄疸等の肝

機能障害があらわれることがある。また、

まれに肝不全に至ることがあるので、定期

的に肝機能検査等の観察を十分に行い、異

常が認められた場合には、投与を中止し適

切な処置を行うこと。 

4. 副作用 

(1)重大な副作用（頻度不明） 

    2)肝炎、肝機能障害、黄疸  肝炎、黄疸等の肝

機能障害があらわれることがあるので、定

期的に肝機能検査等の観察を十分に行い、

異常が認められた場合には、投与を中止し

適切な処置を行うこと。 

 
自主改訂により、「重大な副作用」の項を改訂いたしました。 
 

 
 
 
 
 
 
 

改訂理由 
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